
北海道大学公共政策大学院 2017 地方公務員向けサマースクール日程 

月 日 時 間 内    容 

8 月 

22 日 

(火) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:45 ～ 14:00 

14:00 ～ 14:15 

 

 

 

 

 

14:30 ～ 17:30 

（3 時間） 

 

 

 

17:45 ～ 19:15 

受付 

◆開講オリエンテーション 

開講あいさつ 

    北海道大学公共政策大学院院長       高野 伸栄 

写真撮影（集合写真） 

 

＜演習・グル－プ討議＞ 

◆ケ－ススタディの検討（地方自治体の財政分析・改善方策の事例演習） 

     A 班 北海道大学公共政策大学院教授    石井 吉春 

B 班 北海道大学公共政策大学院准教授   村上 裕一 

C 班 北海道大学公共政策大学院准教授   荒川  渓 

D 班 北海道大学公共政策大学院専任講師  武藤 俊雄 

◆意見交換会（夕食懇談会・立食） 場所:エンレイソウ 

8 月 

23 日 

（水） 

 

10:00 ～ 12:00 

（2 時間） 

 

 

 

 

 

13:30 ～ 15:00 

（1.5 時間） 

 

15:15 ～ 16:45 

（1.5 時間） 

17:00 ～ 18:00 

（1 時間） 

 

18:05 ～ 18:25 

 

 

＜演習・全体討議＞ 

◆ケ－ススタディの検討結果の発表・意見交換 

北海道大学公共政策大学院教授       石井 吉春  

北海道大学公共政策大学院准教授      村上 裕一 

北海道大学公共政策大学院准教授      荒川  渓 

北海道大学公共政策大学院専任講師      武藤 俊雄 

 

＜座学＞ 

◆（仮）夕張の破綻から学ぶ「道内市町村に今求められる財政運営」 

北海道大学公共政策学研究センター研究員  笠松 拓史 

    （前北海道大学公共政策大学院教授、元総務省自治財政局理事官）

◆（仮）夕張市の財政破綻と再生に向けた取り組み 

夕張市長                 鈴木 直道 

◆（仮）人口減少社会における地方財政 

関西学院大学人間福祉学部教授      小西 砂千夫 

 

◆閉講オリエンテーション 

修了証書授与・閉講あいさつ 

    北海道大学公共政策大学院院長       高野 伸栄 

（注）受講生の皆さんには、受講前に、演習で取り上げる事例についての事前学習の資料作成・提出を

お願いすることにしています。グループ討議は、その上でグループに分かれてワークショップ方

式での検討を行い、グループ毎に意見を集約した後、２日目に、全体で発表を行い、全員での意

見交換により議論をさらに深めます。 

 

 

 



北海道大学公共政策大学院（HOPS）2017 地方公務員向けサマースクール応募用紙 

 

送付先： ㈱道銀地域総合研究所  (FAX：011-207-5220 E-mail：seminar@doginsoken.jp） 

期  限： 平成 29 年７月７日（金） 

 

＜氏名（ふりがな）＞  

      

＜住所＞ 〒 

       

＜年齢＞        歳     ＜性別＞  男 ・ 女  

 

 

＜連絡先＞ 

① 勤務先（役所名） 

 

② 所属・現所属の勤務年数 

 

③ 役職 

 

④ 電話   

 

⑤ ファックス   

 

⑥ E-mail     

 

（注）E-mail アドレスがある方は必ずご記入願います。 

＜応募動機＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




